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 モンゴル神話の多層性をいかにして解明するか？――道半ばからの報告 
 
田中克彦 
 
1) モンゴル神話にかぎったことではないが、神話一般が、多くの時代、多くの文化を集積していて、
それが共時化されているのが特徴であろう。神話はまず文字の出現以前に、口頭で語られていたはず
である。共時化は文字以前ではごく当然のことで、伝承された知識は、絶えずその時代にあわせて更
新され、共時化される。これは文字以前の口頭伝承が免れることのできない過程である。それが文字
に記録されて、知識の範囲がひろがると、その神話の構成部分への観察がはじまる。そこで日本神話
の場合、ある部分は南方的であるとか北方的であるとかの分析が行われる。 
 
2) 次には、神話――すなわち、天上の神々の物語から、地上に降った英雄の物語――すなわち地上
の英雄の物語への展開へとつながる。この神話から英雄物語（Epos, Epic）への移行の過程には一定
の断絶があるので、それぞれ分離された神話と英雄物語とは独立のものとして、比較的容易に扱うこ
とができる。 
 問題は、神話的部分と英雄叙事詩的部分が混然と一体になっていることもあり、その場合、時には
神話的部分が、宗教的配慮によって忌避されることが多いことである。その結果、神話的部分が伝承
作品全体から排除されることもある。 
 この過程を経過して残った部分が、例えばモンゴルで言えばジャンガルとして文芸化された作品と
なる。ジャンガルが神々の物語を全く忘れ、あるいは意識的に排除しているのに対し、ゲセル・ハー
ンは、とりわけ 1716 年の北京木版本系（この系統を引く諸本の位置づけについては「ゲセル物語の
モンゴル語書写版諸版の相互関係について」『一橋論叢』50/1, 1963 を参照されたい）には、冒頭の
部分に、全体の構想からすると、不自然な断片のような部分を残していて、この部分は、消された、
あるいは排除された神話部分の破片（話し手の意識にしたがえば「消し忘れ」）の部分に相当するの
であろう。 
 ぼくは、神話的部分がなぜ破片として残ったかを、ダムディンスレンの著作（Исторические корни 
гэсэриады, Москва 1957）から、仏教の圧力による神話的部分の排除によるものと解釈する術を学
んだ。またそのかたわら、ブリヤートに残る、全く口碑によってのみ伝えられたアバイ・ゲセルの系
統の伝承を知ることによって、神話を含むゲセルの伝承全体がかつては存在したと仮定し、早くから
仏教の侵入を受けたハルハでは神話的部分が忌避され、消失したのに対し、仏教の侵入がおくれたブ
リヤートでは、神話部分が、手つかずに近い形で温存されたのだと見当をつけた。この解釈の手引き
となったのが А. И. Улановの К характеристике героического эпоса бурят 1957 であった。 
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  ウラーノフはここで、バイカル湖の西側のエヒリト・ブラガト地方に伝えられた伝承と、東側のホ
リ地方を中心に伝えられた二種類のゲセル物語を対比させ、前者では神話的部分が濃厚に残されてい
るのに対して、後者では、主として英雄叙事詩的部分が優勢であることを認め、その理由として、バ
イカル湖西岸地方は仏教の到来がおくれたことによって神話的部分が温存されたことを理由にあげ
た。それに対して、東方では仏教の圧力が濃厚であったため、それに圧されて、神話的部分が急速に
消失した。そのようになった理由としてウラーノフは、仏教は、仏教伝播前のシャマニズム的な世界
観といちじるしく対立し抗争したことを根拠にあげているが、この過程はブリヤートだけでなくモン
ゴル世界全般に起きたと推定できる数多くの証言がある。例えばハイシヒは、シャマンの用いた偶像
などが、各住居から持ち出されて山と積まれた後に焼却されたという記録を引いているし、20 世紀
になってからも、鳥居龍蔵は、ハルハ・モンゴルとバルガ族の接触地帯で、まだ仏教化されないバル
ガ族が、ハルハ族に忌避されるあり様を描き出している。 
 このような事情を見ると、ほぼ完全な仏教化が行われたハルハで、シャマン的な世界観をとどめた
ゲセル物語の神話的部分がほぼ完全に駆逐された事情がわかるであろう。 
 
3) 以上の状況からみて、モンゴルの固有信仰の痕跡をハルハの伝承の中に求めるのは無理であり、
次にまた、伝承全体から神話的部分が消失した過程は、ブリヤートの伝承の地方的比較を行うことに
よって、復元できる可能性がさぐれるのである。 
 この考えをぼくが最初の発表をしたのは 1965 年の「ブリヤート口承ゲセル物語にあらわれた二つ
の文化層」（『民族学研究』29/3――田中克彦セレクシヨンⅣに再録）であった。 
 日本のモンゴリストでぼくのこの論文に注目した人はただ一人、若松寛氏のみであった。氏は 1993
年に、平凡社の東洋文庫シリーズに「ゲセル・ハーン物語 モンゴル英雄叙事詩」（1716 年北京木版
本の主として中国語訳にもとづく）を刊行されたときに、解説の中でそのことに言及された。それ以
外に、この論文に注目した人は、皆無であった。 
 しかしブリヤートでは、ホモノフ氏がどのようにしてか、日本語のぼくの論文を読んで、田中がブ
リヤートの伝承に原初のシャマン的伝承が残されていることに注目していると強調した（М. П. 
Хомонов, Бурятский героический эпос, Улан-Удэ 1976 28-29 ページ）。 
 
4) その後、ぼくはこの種の研究者が必ずやるように、ジャムツァラノー、ポターニンなどが集めた
種々の版のブリヤート語原文採録、そのロシア語訳の出版物を手に入るかぎり集めようとしたが、そ
の細目にたち入るにはまだ準備が足りないと思っていたところ、ぼくが最も知りたいと考えていたテ
ーマで、その要求に答えたような決定的と思われる本が出た。それは、Д. А. Бурчина, Гэсэриада 
западных бурят西ブリヤート諸族のゲセル物語、Новосибирск 1990 と称するもので、エヒリト・
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 ブラガトの口承諸版の詳細な内容紹介がなされている。 
 これによって、ぼくの言う、ブリヤート、いなモンゴル諸族全般の伝承の最古層に至るためのより
深い探索の手がかりが得られたと気づいてはいるけれども、ここからはまだ新しい研究に着手できて
いない。 
 
5) 以上はぼくとしては、やむを得ず手を抜いた走り書きに近いものであるから、さきほど掲げた『民
族学研究』の論文のほかに、「『北方系神話』について」（1971）、「モンゴル神話と日本神話」（1974、
ロシア語訳あり）の重要な２編は昨年刊行の「はるけきモンゴル」（田中克彦セレクシヨン Ⅳ2018）
におさめてあるので、今回のこの小文を補完する意味で参照していただきたい。 
 ゲセル研究は主として今日のブリヤートの人、厳密に言えば東部のアガなどの出身者によって担わ
れてきた。しかし、ブリヤート伝承の聖地とも呼ぶべきエヒリト・ブラガト地方は、1937 年のソ連
の強権によってブリヤートから奪われ、ロシア連邦の直轄地に編入されてしまった。あたかもそれは、
フィンランドの伝承カレワラを伝える聖地とも言うべきカレリア地方が、ソ連に奪われ、カレリア共
和国とされてしまったのと同様の現象であった。1990 年頃、キルギスタンで、英雄叙事詩マナス誕
生 1000 年記念の行事が盛大に行われたのに呼応するかのように、ブリヤートでも 1995 年ゲセル叙
事詩誕生の説が提出されて、ゲセルの史跡を巡る行事が催された。その行事の一環として、1997 年、
ぼくはゲセル神話を語っていたというピョーホン・ペトロフの村をたずねた。村は海と呼ばれる大き
な人造湖にのぞんでいた。ペトロフの村はこの「海」の湖底にあった。発電所建設のために、村人た
ちがいかに追い立てられたか、村がどのような大混乱のうちに水の底に沈められたかについては、シ
ベリアの作家ラスプーチンの『マチョーラとの別れ』（安岡治子訳、群像社）でくわしく描かれてい
る。そのことは新聞に書き残しておいた（セレクシヨンⅠ『カルメンの穴あきくつした』新泉社 2017
年 295 ページ参照）。 
 
6) しかしここで、イルクーツクに拠点をもちつつゲセル研究に重要な役割をはたしたシャラクシー
ノワ（Н. О. Шаракшинова）さんのことを記しておかねばならない。 
 彼女の著書 Героический эпос о Гэсэре, Иркутск1969 年が、著者の献辞９月 25 日の日付の書き
込みとともに送られてきたのは、1972 年７月、岡山大学の研究室宛で、送り主はフランソワーズ・
オーバン（Françoise Aubin）さんからだった。彼女はフランスの有名な社会学誌 Année Sociologique
後継誌の編集者だと聞いたが、こうしたジェネラルな研究に従事する人が、ゲセル研究にも関心を抱
く人でもあることに深く感動したのである。想像するに、オーバンさんはイルクーツクに立ち寄って
シャラクシーノワさんからこの本を受け取り、滞在中の東京の日仏会館から郵便で岡山にとどけてく
れたものであろうと思う。この著書には、エリヒト・ブラガト版の話し手、マンシュート・エメゲー
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 エフの写真、かれが住んでいたというその陋屋の写真と出生の系図がおさめてあった。シャラクシー
ノワさんはぼくの 1965 年の論文を読んだか、その噂を聞いて、わざわざこの著書をオーバンさんに
託されたのだった。 
 その後、1980～90 年代頃にぼくはシャラクシーノワさんの遺族に招かれてイルクーツクに呼ばれ
た。シャラクシーノワさんが亡くなられて、葬儀に出るよう求められたかららしい。ぼくは空港から
まっすぐに大学へと案内されると、まずイルクーツク大学の外壁に刻まれた、彼女のレリーフの除幕
をするよう命じられた。ぼくはこんな大切な役割を担うのだとは想像もしていなかった。その後、彼
女が暮らしていた家に招かれて研究室などに案内された。これらすべてを準備したのは彼女の妹さん
だという女性の指示によって行われた。そして、ぼくはこんなに故人によって期待されたのだと知っ
て何とも申しわけない気がした。これほど不充分な仕事しかしていないのにと。 
 
7) その後 1995 年に、ブリヤートにゲセルが誕生して 1000 周年だとするお祭りが行われた際に、
ゲセルが地上に降りて魔物を退治したとか、そこに腰をおろしてタバコを一服したとかという伝説
（岩には大きなパイプが刻まれていた）の伝わる各地を巡礼してまわった民族的イベントに参加した
とき、再びまたマンシュート・エメゲーエフの住んでいたという廃屋をたずねる機会があった。 
 その頃、ウランウデ市の中央広場にあるレーニンの巨大な頭の像――世界一巨大であるという――
が、ゲセルの像にとりかわるという噂が流れていた。しかしそれは実現しなかった。ブリヤート人の
民族的期待はプーチンの強権的なロシア化政策によってくじかれたのであろう。 
 ぼくは 1968 年にはじめてブリヤートを訪れてから、今年でちょうど 50 年になる。その間切れ目
なくブリヤートを見てきた。その変貌ぶりを十分知っていながら、やはりよく理解しているとは言え
ないことが多い。日本が完全に外国の一部となって異民族に支配されたとき、古事記や日本書紀の伝
承がどのような扱いをうけ、どのように禁じられるかを想像してみたことがあるだろうかと。 
 ぼくが企てたのは神話の単なる復元であったが、それが民族の最後の拠り所になっていたことは最
近になって、はじめて知ることができたのである。 
 
8) 以上はどうしても寄稿せよという、児玉香菜子さんの強い要請によって書かれたもので、その間
2018 年 11 月 14～17 日、モスクワでロシア科学アカデミー言語学研究所が行った「多民族国家にお
ける言語的統一性と多様性」国際会議で「言語における民族的なものと非民族的なもの」と題する基
調講演を行った。そのひまを縫ってなんとかまとめてみた、ぼくのゲセル研究のささやかな回顧と展
望のおぼえ書きである。同学の士の研究に資するところがあれば幸甚である。 
 
（たなか かつひこ・一橋大学名誉教授） 
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